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テーダマツ幼一壮齢林のリターフォールについて

古野東洲・上中主善治・>J>J谷啓造

Litter Fall and its Annual and Monthly Fluctuations in Young-
Thrift Loblolly Pine， Pinus taeda L.， Stands over Seventeen Years 

Tooshiu FURUNO， Kδzi UENAKA and Keizo HAYA 

要 回日

京都大学農学部|射縦横習林自浜試験地で，櫛栽礎皮を 3段階に変えて育てられているテーダマ

ツ林 (P.!aeda L.)のリグーフォ}ノレを， 1968年5月から1981年4月(林齢8年から20年)の13

年間(器密度 (A林分)， 4'密度 (B林分))および1985年5月までの17年間(高密度 (C林分)) 
にわたって調査した結果，以下のことが明らかになった。

テーダマツ林の年落葉裁は， 3.00-6.47 ton/ha'yr (A林分)， 3.23-7.13 ton/ha.yr (B林

分)， 3.76-7.95ton/ha.yr (C林分)で，うっ閉初期と思われる調査初期の落葉盤がとくに多

かった。議議滋は次第に減少し，各林分とも， 1977年に最/J、となり，以後，再び増加の額向を示
している。

落校;設は， 217.1-1，239.0kg/ha'yr(A林分)， 292.3-1，838.0kg/ha-yr (お林分)， 367.5

-1，404.0kg/ha-yr (C林分)で，林分の生育とともに増加している。とくに，台風の通過で多

抵の蕗校がみられた。

雄花，雌花，球果，鶴子の生臓器官は， 1973年まではみられなく，以後，次第に増加している

が，多いC林分でも20kg/ha-yr前後で，翻査したテーダマツ林の結提は多くない。

食繋性昆虫類の虫糞は， 27.0-69.0kg/ha-yr (A林分)， 22.7-64.4kg/ha-yr (B林分)， 

24.2-59.5J{g/ha-yr (C林分)で，各林分とも似たような虫誕畿を訴し，大きな年変動はみら

れない。!路年に発生するスジコガネの繋が年開設の50%に達した年もあった。

島虫類の苑体は， 3林分kも大きな迷いはなく， 0.4-2.6kg/ha-yrで非常にすくなかった。

総リグーフォールは， A林分は3.90…6.83ton/ha-yr (5.28土0.77ton/ha・yr)， B林分は

4.44-7.69 ton/ha -yr・(5.82土1.00ton/ ha -yr) ， C林分は4.53-8.48ton/ha-yr (6.44土

0.98 ton/ha・yr)潟鰭泣林分ほど総リターフォーノレは多かった。
虫議;設から推定された食楽性昆虫類による被食裁の49.9-239.7kg/ha'yrは，落架設の 1-

8%に相当し，調査例の多くは3%以下で，地虫類の食容;殴は無視し得る畿であった。

まえがき

テーダマツ (P.taeda L.)は北アメリカ大陸の北綜29"から37"のアメリカ東南部に天然分布し

ている 1)。日本に導入された外悶鹿?ツ路樹離のなかでもスラッシュマツ (P.elliottii ENGELMJ 

とともに生予ぎの良好な離で，本州、i中部以四の各地に造林され，多くの造林成総の報告とともに，

その生漆力が翻ヨをされているo
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京都大学農学部!制j潟演習j林においても，上賀茂試験地と自祇:試験地にデーダマツの実験林が育

てられ，生育状況，生産力が調査されている 2.3.4)。白浜試験地では， 1961主i三に植栽密度を 3段階

にかえて， Yilill1年生のテーダマツを植栽し，施肥してその後の生育状況が翻資されている九本
林分の初期の成長，幼齢時の生競カペリグーフォーノレ6)はすでに報告されている。

本報告は， 1968年5丹以後1985年4月までのテーダマツ 3林分のリグーブオーlレの季節変化，

1"1三変動をまとめたものである。なお，翻査初期の 2jJ年の落禁致6)，4カ年の食誕性虫による

被食設7)についてはすでに報告されたが，これらの資料を加えて連続したデータとして:再検討し

本報告にまとめた。

本報告をまとめるに際し，有議な御助設をいただいた大畠助教授に深謝するとともに，現地で

資料の採集等御協力いただいた出浜試験地の上中光子技官，故郷須孝治技官に御礼申し上げる。

調査林分の概況

調査林分は，立木緯度が臨R，中， i瞥の3段階に分けられた 3林分で，各林分ともチッソ，リン
サン，カりがそれぞれ15:8 : 8に都合された肥料を，テーダマツ 1本あたり 100gずつ線付砂

時(19611:1三3月)から 3カ年続けて俗年4月に施された 11&i麗約O.05haの小林分である。 1967年
同月現授の各林分の立木本数は疎林分(林分A)でhaあたり2151本， l:t林分(林分B)で3765本，

密林分(林分C)で6543本で，林分BおよびCでは，すでに被桧による枯損木がみられた。林分

の推移は表… 1のように，各林分ともにうっ関による結損木が多くあらわれ， 1967年と比べて，

とくに1985年のC林分では半数以上が枯れている。関般の樹糠であるテー夕、マツは…!度林溜下に

被伍されれば，上木の離枚がないi恨り成長を続けて林滋:;;fてになることは関難で，林抵木，被j玉木

を記銀した1977年 3月以後，各林分の枯:t>>守木は林溜に被配された小経木にみられた(閣-1)。

なお， 1982年3丹にB林分とC林分の髄勢木(DBH15.5cr羽， 17.0cm)が枯れ，マツノマダラカ

ミキリの幼虫が楼怠し，マツノザイセンチュウによると認められる枯損木があらわれた。テー夕、

マツはマツノザイセンチュウに強い抵抗性を持っている8・9)のでマツノザイセンチュウに起悶ず

る枯死は他にみられなかったが，瞬査地がマツ枯れ激替地の出浜試験地問であり，マツノザイセ

ンチュウ接種試験で， 3倍接穣誌のテ…ダマツが枯れた例8)があり，本調査林分における鍛勢木

の枯死も稀な例として納得・ずることができる。

Table 1 Discription of three loblolly pine stands investigated 

Investigate 1967.10 1970. 3 1975. 2 1980. 3 I百85.2 
Stand age (yrs) 7 百 14 19 24 

Stand 
Stand density (No.!ha) 2151 2101 2101 1957 1513 

A 
Mean DBH (Cm) 9.9 11.9 14.5 15.7 16.9 

Mean height (m) 6.7 8.2 10.4 11.8 

Basal area (m'/ha) 18.5 24.5 36.8 32.9 36.7 

Stand d日nsity (No.!ha) 3765 3321 3321 2544 2049 

Mean DBH (cm) 8.6 10.8 12.6 13.8 15.2 

Mean height (m) 6.2 8.0 9‘9 11.3 

Basal area (m'/hal 23.0 31.1 43.4 39.1 38.:3 

Stand density (No!ha) 6543 5934 5142 3877 2848 

C 
M日anDBH (cm) 7.8 9.3 11.5 13.0 14.6 

Mean hei広ht (m) 6.3 8.5 10.7 12.9 

Basal area (日1'/ha) 34.6 44.8 56.9 54.7 51.7 
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調査林分は， 3林分が隣接した連続林分の

ように成立して，各林分の標準地の間隔は40

-50mであるo 各林分の林床には， Aおよ

びB林分では，コシダが全部に繁り，ツツジ
類，ヒサカキ，ヒメユズリハ，ハゼノキなど

が見られる。 C林分の林床は1968年の調査開

始時にはテーダマツの落葉で額われ，コシダ，

ヒサカキが散生する非常に繋弱な楠生であっ

たが，テーダマツの生育とともに立木本数が

少なくなり，次第にコシダが侵入し， 1980年

にはコシダが全簡にみられるようになった。

その後， A， B林分間様に，ハゼノキ，ツツ

ジ鍛がJI摂次俊入している。

調査林分の胸高断簡般合計の推移は関… 2

のようで，その最大{誌は， A林分では1977年
3月の37.3m'/ha， B林分では43.1m'
/ha (1975年2月， 1976fP:3丹)， C 

林分では59.1m'/ha(1977年3月)で，

以後やや減少の傾向な示し， A林分で
は33 34m'/ha， B林分では37-38m'
/ha， C林分では52…55m'/haとなっ

ている。これらの慨は-1ごj穏:iてをも含め

た:全立木の{債であるため，林7母子供だり
のj向高断j溜樹合計.~求めると， 1977年

以後， A林分で約30m'/ha，B林分で、

約33m'/ha，C林分で約36m'/haを示

し， 3林分の髄は比i!iJ(的似ている。テ
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調査方法

一夕、マツ林では胸高新i溜積合計が30

36m'/1被で林抵はうっ閉するものと}?:.1われる。林冠木以外の下木は生育を続けても，次第に成長

を減退させていき，今後はこの下関木から枯鍛木が現われるものとj忍われる。

ヌド調主主林分では，翻まを期間中とくに自立った銘虫類は認められず，鱗趨悶の幼虫搬などの食薬

性昆虫類は林濯を見上げてEU体を見付けることはほとんどなかった。トラップに落下し

幼虫の脱皮殻，頭部カプセノレ，死体などで胤虫類の楼患を矢口るだけで，本調主E林分は 3林分とも

無被害，健全林分であった。

調査は1968年4月21日にA，B， Cの3林分にリグートラップを設綬し，以後毎月初日を資料

の@]J祝日として， A， B林分は1981年4月初日まで， C林分は1985年4月初日まで続けた。化繊

布のゴースを用いた受けiこ!閥横1m' (I m X 1 m) ，探d約50cmのトラップを1968年に 1林分に 4

f間設i冒した。 1975年4月には受け口が50cmX50cmのトラップに取り替え さらにI{踏を追加した。

回収された資料は，白浜試験地の研究室で胤乾した後，京都のi実現林本音1)の研究設でテ…ダマツ
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の針葉，校(樹皮を含む)，生瀬器官，虫誕，昆虫の死体，そのf也の各要議に選別し，それぞれ
の絶乾翠裁を求めた。なお，一部の資料は，テーダマツの針葉の中からマツカレハ(クロスズメ

を含む)の幼虫，スジコガネの成虫の摂食時に切り落とされた針撲を選り分け，虫識をマツカレ

ハ(クロスズメ)，スジコガネ，その他に分けた。

結果および考察

1. テーダマツそ摂食した箆EEl，額

前述のように，鵠査期間中，林床から見上げて昆虫類を閤視することはほとんどなかった。ト

ラップに捕挺された出奨や虫体から篠認されたものはつぎのようである。

マツカレハ (DendrolimusゆectabilisBUTLER) ，クロスズメ(均Iloic附 caligineusBUTLER) 

両種の虫鑓は俵の形をし，後者がやや細長い穂度で非常に類似しているため，トラップで倍収

されたものは，両者を分けることは不可能であった。トラップには両騒の幼虫の脱皮殻，頭部カ

プセ1レが捕捉され，時として幼虫の死体が回収されたが稀であった。

マツノミドリハパチ (NeodiprionjゆonicaMARLATT) 

平行四辺形をした蔚平な角張ったハパチ類の特長のある繋が回収され，トラップに蕗下したマ

ユでト磯認された。

スジコがネ (Anomalatestaceipes MOTSCHULSKY) 

チュープで押し出したような不定形の小型の繋がスジコガネ成虫の議であることを倒体飼育で

硲認した。本種は，和歌山!泉下で2年1化の生活史をもち，奇数年に発生し，偶数年の発生が少

ないことは，その繋;設から確認された。

以上のほか，識を判定できなかった形の異なる謀議がいくらか部収されている。なおテーダマ

ツの針葉を摂食しない鞘遡闘の成虫の分解した虫体，ハムシ鎮の成虫のさや趨がトラップに落下

していた。白浜試験地には数多く楼息しているマツノマダラカミキリ成虫の死体が無髄で 1拶u
ton/ha だけA林分で間~文されている。
8 
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Fig. 3 AnnuaJ fluctuations of Jeaf and branch Iitter at three 

Loblolly pine stands 

→←: A stand，一@ー:B stand， -0-: C stand 

2. リターフォーJレの挙節変化お

よび年変動

選り分けられたリグーブォ-…ノレ

の各要識の年間;畿を付表に示した。

林齢とともに増加の傾向にあるの

は，樹皮を合む落校設と雄花，球

来，種子の生殖器官で，落葉裁は

幼i蛤時に比べて減少している(臨
-3，付表)。総リグーフォーノレ

占める落葉の割合が，林齢7

年の鍋班開始年には90%を越えて

いたが，次第に80%近くに減少し

ている。さらに藩校;抵の増加とと

もに薄紫は80%以下になり，とく

に蕗校設が多かった年には70%以

下の髄となっている。
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2 1.テーダマツの滞議室主

年落諜盈の最大{霞は 3林分ともに1968年度 (1968年5月から1969年4丹まで)の林齢?年時の

もので， A林分の6.5ton/ha， B林分の7.1ton/ha， C林分の8.0ton/加のように，マツ麟林

分における年蕗諜;墜としてこれまでに調査された{践と比べて最大値が得られた。 C林分では前述

のように，林床がテーダマツの落葉マ積われて，林床楠生がほとんどないほどうっ閉していた。

この植についで多い年落葉盤は 8年生テーダマツ林の5.09…6.86ton/加で， 6.86 ton/haが得

られた林分も5，200本/haの隠密度林分であった 1九本調査の最小{践は 3林分ともに1977年度で，

それぞれ3.0ton/ha. 3.2 ton/ha， 3.8 ton/加で，最大犠の1/2以下の落葉盤であった。関…

3にみられるように， 1968年度から以後次第に年落葉議は減少の{頃向を示し.1974年度の落葉監

が前年度より増加している変動をも含めて 3林分がともに似た年変動を示していることがわか

る。 1977年度を最小にして年落諜議は 3林分とも増加の{頃向を示し.1980年度には，それぞれ

4.9 ton/ha. 4.3 ton/ha. 5.4 ton/haで，殻IJ、{直より 5割近くも増加している。 1981年度以後

はC林分しか調査していないが，今後は 5ton/加前後が平均値と考えられるような年変動を示

すのではないかと推定される。以上のように，年落葉議は3.00-6.47ton/ha (A林分).3.23 
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Fig. 4 Seasonal fluctuations in the fall rate of 1臼afIitter at three Loblolly pine atands 



-7.13 ton/ha (B林分)， 3.76-7.95ton/ha (C林分)で，各林分ごとに平均値を求めると，

それぞれ4.50土0.87ton/ha， 4.81会1.19ton/ha， 5.36土1.08ton/加で，調査期間の年落議

設の最大値は最小糠の2.11-2.2lf告となる。これまでのリグーブオールの調査でこの備が2鍛を

越えたのは，滋賀燥下で吉野線12)が調査したヒノキ林の2.6倍で，本調査テーダマツ林がこれに次

ぐ年変動の大きい例となった。なお，林分のうっ関初期の葉裁は一時的に過大イ簡を訴し，以後次

第に安定した議議へ減少する一般的な傾向から，本調査開始時がこのうっ閉初期と考えて，始め

の2カ年分削除いて， 1970年の落架設と最小落架設を比較すると最大値は殻小{憾の1.60…1.78情

で，モミ・ツガ瀦交林聞の1.93倍より小さくなる。ちなみに落葉広葉樹のコナラ 14)やモミジパブ

ウ1めでは年落葉殺の畿大イ肢は最小値の1.13-1.17倍と求められ，誕の寿命の長いヒノキやそミ，

ツガで:年変動が大きく，短い落葉広誕樹で小さい傾向がみられる。誕の労命が2年のストロープ

マツやテーダマツ 16)で河者の中間の髄を示している。

テーダマツ林の落葉の挙節変イ七そ示すとi到… 4のようになる。テーダマツの主な落築時期は，
11丹から12月で， 11月20日または12月初日回収の落誕の滞下速}交が強大そ示している。例外的に

B林分で1976年10月22日と1978年6月20日の， 1980年10丹20誌の 3林分の落葉の落下速度が当該

年度の最大慌を示した。 1980年は10月141ヨの台風191号の強風で落葉が強制された結果と段、われる

が， f也の2例は思い当る記録は残されていない。 11月および12月の落葉盤を年開設と比較すると
A林分で年間挫の37-69%が， B林分で38-66%が， C林分で35-68%がff埼月に落葉している。

平均すると，各林分は47-50%で，この時期の落葉銘:が多いといっても年間盤の約半分で，スト

ロープマツ林の50-70%17¥ ヒノキ林の70%以上12・18) モミ・ツガ?品交林の70-80%13)，司王ミジ

パブウ林の90%以上15)の秋挙の最盛期の幕議設と比べて，テーダマツ林は少なく，秋季以外にも

ある総j交の落葉がみられることが明らかになった。金|‘灘を潜ける新樹がテー夕、マツでは，生持‘鰐

をj混じて被数枝|暗を形成して伸長するために秋季潜:誕の典型的なパターンがあらわれない季翌日変

化そ訴したものと考えられるo

本調悲期間の13年間 (A，B林分)

および17年間 (C林分)の落葉の平均

的な季節変化を求めると，関-5のよ

うになる。落誕の落下速度が最大{肢を

示したのは， A林分では11月が71設，

12月が5剖，お林分では11月が9@]， 

12月が1閤， C林分では11月が91現，

12月が7闘であったので¥自浜試験地

のテーダマツ林の落濃の最盛期は，自

i脱臼が各丹の20日であることを考慮す

ると11月であろう。

2 -2 .テ…ダマツの務校(樹皮を

合む)

剥脱した樹皮を含めて落枝抵の年変

動は関-3のように，林i捕とともに増

加の傾向がうかがえる。 1973年までの

ゆるやかな年変動に比べて1974年以後

の変動のi協が大きい。樹体の成長にと

もなう林溜のうっ聞により，下校が枯

6 

5-，自(dw)/m2.day

4 

q
u
 

u
喜
一
議

内

4

U
叫

g
u〉
〈

G 

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 
month 

Fig. 5 Seasol1al fluctuations in average fa!l rat邑 ofLoblolly 

pine leaf litter over thirteel1 (A and B atand) and 

日巴vent日記11(C stand) years 

問:A sland，鐘:B stand，日:C stand 

京大演報66 '94 



京大若葉線66 '94 7 

れ上り順次落下したものであろう。

年落枝盤は調査初期では500kg/ha以下で，総リグーフォーlレの 5%以下であったが， 1974年

以後は10%を越え，落校長室がとくに多かった1974年のB林分で28%に， 1977年はち林分で35%に

達している。 1974年以後では，各林分とも 1ton/haを越える落校設がみられる年が多くなって

いる。

務技;散の季節変化を示すと閲-6のようになる。落築設の挙費i'i変化にみられたような規則制は

なく，各月バラバラに落下しているようである。落校i設の多少を文自己ずる大きな嬰lZSlの一つに台
風の襲来，通過がある。閤-6の女印は，告訴試験地の気象観測記鯨に台鼠が記載されていたも

ので，台風により蒋校設が多くなっていることがうかがえる。しかし， 1975年8月， 10月や1982

年llFl， 1984年のように，台風が記鎌されていても落校設に反映していない場合もある。また，

1974年5丹， 1983年8， 10月のC林分や1974年の日林分のように，多i設の落校をもたらした牒閣

が明らかでない例もある。翻査地における地形にともなう局所的な強風などが影響することも考

えらnる。
2 -3.テーダマツの生殖器官の蕗下盤

テーグ、マツの生嫡器官は1968年から1972年までは凶i択されなかった。 1973年にはじめて雄花が

およびB林分で間収されている。 はじめて球架が回収されたのが1977jlミのC林分で， B林
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分では1979年， 1980年にはA林分にも球果が落下している。各林分とも次第に結集がみられるよ

うになったが，本テーダマツ林の結架設は多くなく， C林分で， 1980年以後，年間20kg/ha前後

の生殖器官の滞下議である。

2 -4.食繋性箆虫鎮の虫醸の滞下;段

本調査林分で集められた虫紫で特長的なのは，食事者性.昆虫類の鱗趨自の幼虫の誕に漉ざってス

ジコガネ成虫の裁がみられたことて?ある。スジコガネ成虫が6 8丹に活動していることが明ら

かになった。スジコガネが2年1化の生活史をもつことから，繍年に議が多少を繰り返し，替数

年に多く，偶数年に少なかった。鱗趨自の幼虫の糞はマツ麟林分では，何時でも見られるマツカ

レハおよびクロスズメの俵の形そした繋が部収され，注らに膜麹慢のマツノミドリハノTチの糞も

確認されたが多くはなかった。

虫誕の落下の挙節変化を示すと関ー 7のようになるo 虫誕の落下はこれまでに錦査されたスト

ロープマツ林17} ヒノキ林18)，モミ・ツガ漉交林13}，コナラ林川など，虫替が認められなかった

健全に生育している諸林分でみられたような主主挙集中型を示している。すなわち， 7丹または 8

月に務下速度が最大の場合が大部分で，その他の例は， B林分の1970年， C林分の日間年， 1982 

年， 1983年の 9月と1972年10月だけである。京都大学演留林上賀茂試験地に育てられているテー

ダマツ林19)においても 7丹と 8月で，隣接したスラッシュマツ林19)の虫裁の落下速度も 8月が議
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大で，ついで7月である。

前述のようにスジコガネ成虫の発生がi鴇年
であるため，その虫襲撃に，奇数年と偶数年

に明らかな違いがみられる。スジコガネ成虫

の虫奨は6-8月にみられ，その80-90%が

7月に回戦されている。 1975年まではスジコ

ガネの糞を選り分けたので，その全議盤に点

める綿合を示すと，関-8のようになる。偶

数年では，全諜識に占めるスジコガネ成虫の

9 
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奨は10%に満たないが，奇数年では多い年で

50%を越えている。ちなみに平均すると，偶数年は5.3%，奇数年は37.4%となる。 1976年以後

は選別しなかったが， 1975年までとほとんど変わらない内務であったので，偶数年では全鑓抵の

約5%.奇数年では約40%がスジコガネ成虫の繋と考えられる。

調査j諮問の平均的な季節変化を，スジコガネの発生年(奇数年)とそうでない年(偶数年)に

分けて求めると，摺-9のようになる。奇数年の7丹の平均落下速度が大きいのは，スジコガネ

成虫の裁が多かったためである。スジコガネ以外の奨はストロープマツ林17)にみられたほど7月，

8月に集中していなし )0

年陪虫誕盤-の最も少なかったのは， 1972年のお林分の22.7kg/加で，最も多かったのは， 1977 

年のA林分の69.0kg/切で，年変動はこの{践の間を上下している(悶-10)。本テ…ダマツ林の

忠諜裁は，これまで求められた鍵全林分の虫糞議と比べてやや少ない設であった。すなわち，上
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袈茂試験地のストロープマツ林で70.5

-272. 81<g/ha .yrI7)，スラッシュマツ

林で54.2-104.41<g/ha 'yrI9)の虫誕が

集められて，本調査に比べて多い。ま

た，このスラッシュマツ林に隣接して

いるテ…ダマツ林では， 33.5…68.2!<g 

/ha'yrI9)の髄が縛られ，この値は本

調査の変動の巾の中にあるo テーダマ

ツ林で少なく，ストロープマツ林，ス

ラッシュマツ林で多い販問は不明であ

る。テーダマツ林の食楽性昆虫類の虫

識がこのように少ないことは興味があ

り，さらに調査を続ける必裂がある。

本調査林分においても， 1963年十こマツ

Fig. 10 Annual fluctuatiolls of f巴cesby herbivorous insects カレハが発生し，食容が間立ってきた

and ins巴ctresidues at th陀eLoblolly pine stands ので，殺虫剤(当時使用が認められて

→←: A stand， 崎一:B stand， 叩叩:C stand いた BHC燃焼剤)を用いて駆除した

記銀がある。それ以後， 1985年4月の

認証査終了までは，見虫類は最低模皮で滞在的なJ棲息、を続けるだけでマツカレハは大発生していな

し>0

2 -5.昆虫類の落下;段

箆虫類の死体の落下の季節変佑を示すと図-11のようになる。なお，虫体の選り分けは1972年

5月からで，それまでは選り分けず、その他に合まれている。昆虫類は，はっきりとした挙節変北

を訴していないが，言!苦査期間を通じて昆虫類の活動が絹発な夏季を中心にその前後の落下塗が多

い傾向が見られる。リターフォーノレの回収間隔が1カ月であるため， トラップに洛下した昆虫の

死体も，回収までにアリに巡ばれたり， i鴇によって軟化，分解， r得失したりして，相当盤が無く
なっている可能性がある。生存落下選;として求められた値よりもさらに多くの虫体が落下している

ものと思われる。本調査では， 1979年7月にA林分で，マツノマダラカミキリの成虫がl顕ほぽ

銀協で回収され，この時期の落下速度がこれによってとくに大きくなっている。このカミキリを

除くと落下速度は1.02mg〆m"dayで他の落下速度と似た備になる。年落下設は非常に少なく，
A林分で0.6-2.6(マツノマダラカミキリそ除くと1.3) kg/ha'yr， B林分で0.5-1.21<g/ha・yr，

C林分で0.4-2.0kg/ha'yrで，総リターブオー/レの0.05%以下であった。この髄はモミ・ツガ

混交林13)の0.3-1.31<g/ha・yrに類似し，ヒノキ林18)の1.0-9.0kg/ha'yr，コナラ林14)の4.4-

11.8均/ha'yrより少なかった。マツカレハ，クロスズメ，マツノミドリハパチなど虫糞を排出

した昆虫類の幼虫の死体はほとんどなく，幼虫の脱皮殻，際部カプセ/レ，マツノミドリハノTチの

マユがわずかに見られる程度で，ほかに，テー夕、マツ針繋を摂食しないハムシ類などの鞘趨閤の

昆虫類のさや趨や脚などトラップ内で分解， ri出資され難い部{立が回収されていた。
2 -6.その他のリグーブオール盤

その他に含まれる大部分は，テーダマツ以外の植物体で，広諜樹の3誌である。林床の!広葉樹の
葉もいくらかトラップに入っていたが，調査林分の斜]頭上部の隠根に予まっているコナラの繋が多

く回収されている。その他として， A林分で102.2土40.01<g/ha'yr，B林分で108.1ごと45.5!<g/
ha'yr， C林分で152.2土6l.51ほ/ha'yrが集められているo



京大演報66 '94 

5.5l mg(dw)/m2.day 
5寸I A 

ω4.5~ 

苦 2

書1

11 

o 
1~1m1m1m1m1~1~1m1~ 

内

4

4

E

A

U

ω官
wl岡
田
剤
耐
ル
剛

1~lm1m1m1m1~1~lm1~ 

mg( dw)/m2.day 
時
'
hmw

M
叩伺い

4

・
n
u

何
回
何
陥

1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 

Fig. 11 SeasonaJ fJuctuations in faJJ rate of insects bodies and residues 

2 -7 .総リグーフォ

AおよびB林分の13年開， c林分の17年間の年リグーブオ は付淡に示されている。総リ

ターブオーlレのなかで，テーダマツの落葉が大部分を占めていることはすでに述べたが，総リグ

ーブオールの季節変化を特・徴づけているのも，このテーダマツの落楽である。一時期台風などの

強風で，多くの務校がみられて，務誕のパターンより，落校設が目立ったモミ・ツガ混交林山と

比べて，本鵠査テーダマツ林分では落枝盟:が少なく，落誕のパターンを話しすほどではない。モ

ミ・ツガ混交林で、は胸高直経が50cmを越える大笹木もみられる天然林で，落校も太くて大きかっ

たのに上七ベて，テーダマツ林はまだ刀、筏で校も紺iかったためであろう。調主主期間に回収されたり

グ…フォール総数は， A林分で3，901.0…6，834.41，g/ha・yr(5，275.4土767.6kg/ha'yr)，B林
分で4，442.0-7，688.2kg/ha・yr(5，820.4:t: 998. 8kg/ha・yr)，C林分で4，531.8-8， 477. 41<g/ 

ha・yr(6，443.5土982. 31<g/ha' yr)で，高密度林分ほどリグーブオー/レ裁が多い傾向が見られるo

3. 1:主薬性昆虫類による被食殺の推定

められた虫諜援を議礎に，これまで調査された諸林分川5.17)と問機に，テーダマツ林の食葉

性昆虫類による授食謹，被食議(食響鷺)を推定する。テーダマツ林の;場合，前述のようにスジ

コガネ成虫が針葉を摂食し，その奨盤が年間;設の50%にも濯している年があり，これまでのよう
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に鱗趨闘の幼虫の棲として摂食盤，被食援を求めることは無理で，両者を分けて考・える必要が

ある。スジコガネ成虫の虫奨を選り分けた1975年まではその値を用い， 1976年以後の選り分けて

いないスジコガネの虫義援を， 1975年までの全裁縫に占める割合を年ごとに求め，その平均{誌に

よって発生年とそうでない年にわけでそれぞれ推定した。

虫誕から摂食抵，披食;数は，これまでの常法に従って推定した。本調貨にもマツノミドリノ、パ

チの諜がみられるが，糞j設と摂食盤の関係が求められていないので，マツカレハに準じて推定す

る。すなわち，①裁のトラップ内での雨による議議減少を補正する。②補正された誕縫・より，難

と摂食盤の関係により， i受食殺を推定する。③摂食行動時にみられる切り落とされる針葉;畿を
加えて，被食援を推定する。スジコガネ成虫の被食議の推定も，この手般に変わりはないが，③

についてスジコガネ成虫の授食行動の特異性を考溜しなければならない。すなわち，スジコガネ

の成虫の摂食には，マツカレハやクロスズメのように，金j'諜の先端を切り落としてから摂食する

のではなく，針葉の中間から食べ始め，針葉の食痕がノコギリ状になり，摂食時に切り落とされ

るもののほかに，安1・誕の断面の一部が完全に切られずに残される;場合がある。この残された針繋

は食替部でま珪れ下がり，撰食時より遅れて後からちぎれて落下している。 1972年5汚から1974年

4丹までの 2カ年に回収した落葉のなかから，スジコガネの成虫によって食害，切り落とされた

と忠われる食容器官がノコギリ状になっている針誕をより分砂たところ，スジコガネ成忠の識がみ

られた 6-8月以外にもトラップに切られた針葉が落下していた。 1972年には，議室設から推定さ

れたスジコガネ成虫の摂食設の3.0-3.4倍の， 1973年には2.4-3.1倍の切られた針繋が回収され

ていた。なお，繋が間収された 6-8月の切られた針誕は，その年間謡;の52-75%(1972年)， 82

-86% (1973年)で，そのま設は摂食捻の1.7-2.3倍(1972年)， 2.0-2.6俄(1973年)で，平均髄

は2.2倍で， {間体制宵で求められた2.3箔5.20)とほぼ同じような結果が得られている。摂食活動時

に切り落とされた針葉のほかに，撰食時は完全に切られなくて，ノコギリ状に摂食された針葉が

一部周辺部でつながっていたものが，後から胤などにゆられたために，ちぎれて滞下する針葉が

あることが明らかになった。スジコメfネ成虫の撰食活動によって切り落とされる針葉は，同年の

鵠査により，その平均鎚である摂食議の3.0借に遣するものと忠われる。

以上の結果，マツカレハとクロスズメの紫はより分けていないので，マツカレハの資料で摂食

，被食i設を推定する。さらに，マツノミドリハノてチその他の誕もそれぞれの資料がないので，

マツカレハで代表させる。一方，スジコガネについては，より分けなかった資料は，スジコガネ.

発生年とそうでない年に分けて，国一 8により，それぞれの平均{誌で各年のスジコガネの謀議を

推定して，その摂食盤，被食撃を推定する。すなわち，

1. F= (100/75) • F' 

2. ~Gl 口1. 30 ・ F

~G2= 1. 143 ・ F

3. ~Gl' 口1. 1' ~ G1 

~ G2'=4.0 ・~G2 

F:f:jド糞時の繋i詑議室設，
F': @!l慌時の糞乾霊長室

(マツカレハ ~G: 撰食諜乾議長室

(スジコガネ)

(マツカレハ)

(スジコガネ)

~G' :食審議乾重宝設(被食盤)

によって，テーダマツ林の食誕性箆虫類の撰金量，被食設を推定し，各林分ごとに最大髄，最小

{践を訴すと茨-2のようになる。食主客室設が最も多かった1977年のA林分でも，落諜殺の8.0%に

相当する針葉が被毛撃を受けたにすぎない。 8林分では3.6%(1969年)， C林分では4.1%(1979 

年)で，反対に最小植は各林分とも議議室設の 1%前後である。本調査では，食審議が滞誕E設の
4%より多かったのは延5剖で， 77%が3%以下であった。テーダマツの針葉の舟命は2年で，
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T担ble2 Feeding amount and grazing 108S of leaves by herbivor・ousinsects at three Loblolly pine stands 

in Sirahama Experiment Station 

(kg(dw) Iha .yr) 

St呂nd Year Feces(F') Feeding ( Ll G) Grazing( Ll G') 

Pin告moth Striat邑d Pin巴moth Striated Pine moth Striated Total ※ 
and others chafεr and others chafer and others chafer (%) 

A 
Max.(1977) 43.2 25.8 74.9 39.3 82.4 157.3 239.7(8.0) 

Min. (1970) 25.9 1.0 44.9 1.6 49.4 6.4 55.8(1.2) 

B 
Max.(1969) 37.9 26.5 65.7 40.4 72.3 161.4 233.7(3.6) 

Min. (1972) 21.1 1.6 36.6 2.4 40.3 9.6 49.9(0.9) 

C 
Max.(1979) 37.3 22.3 64.6 33.9 71.0 135.7 206.7(4.1) 

Min. (1976) 22.9 1.3 39.7 2.0 43.7 7.9 51.6(1.2) 

※:  Percentage of total grazing to annual 1号aflitter 

2~主育館器薬して落葉することを考蹴すると，本調査期間中テーダマツは無被害状況で生育を続

け，求められたテーダマツ林の被食盤被響繋盤は取るに足らない盤であることは明らかである。

あとがき

自訴試験地に植栽されたテーダマツ林が幼齢から壮齢までの10数年間，髄全に生育し，虫奨調

査からも食葉性昆虫類の接島、が著しく少ないことを暁らかにすることができた。一時的に落葉盤

が3ton/ha.yr近くまで減少したが，再び増加の傾向を示し，今後は，平均値が 5ton/ha.yr 

前後の落議議を示すと思われるような経過を恭したことは，ストロープマツ林の例も含めて，今

後の落築設に興味が残された。さらに調査されることを期待したい。

1υ) CJU叫げ例r口'1'犯r代‘'CII口W削lドれr吋IEJ.白仏， 羽f人.】B主.anχ吋dLr口'1'1

D巴pt.Agr. For. Serv. 
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Resume 

Th巴 annualand seasonal f1uctuations of Iitter falI and the grazing 105S of leaves by the herbivorous in. 

S巴ctsw巴reinv日stigatedin thr巴eLoblol1y pine， Pinus faeda L.， stands at Sirahama Experiment Station of 

Kyoto University Forest， Wakayama prefecture. 

The study sit巴swere three exp邑rimentalstands of LoblolIy pine which planted at 2，500 (A stand)， 5，000 

(B stand) and 10，000 (C stand) trees per hectare in March， 1961. Mixed fertilizer which contains nitrogen 

(15)， phosphorus (8) and potassium (8) had b官巴nmanur吋 100 grams per a tre巴ineach stand for threε 

years after planting annualIy. 

Four traps (from April in 1968 to April in 1975)， each having surface of 011在 squarem巴ter(1.0 m x 1.む m)

and five traps (from April in 1975 to April in 1985)， each having surface of one fourth squar日metぽ (50

cm x 50 cm)， were set up in each pine stand. Fall日nIitters in日achtrap were col1ected twelve times for a 

year of one month interval from April 21 in 1968 to April 20 in 1985. 

ColIεcted Iitt巴rswere divided into the components by hand sorting， i.e. leaves， branches including bark 

and sexual organs of Loblol1y pine， f巴cesof herbivorous insect5， d己adbodies or residues of insects ancl 

others. 

Annual leaf litter were colIected from 3.00 ton/ha 'yr to 6.47 ton/ha 'yr (A stand)， 3.23--7.13 ton/ha 'yr (B 

stand)日nd3.76-7.95 ton/ha 'yr (C stand)， and in th吉日arlyyears of investigation， there were a gr告白tdeal 

of leaf litter particularly. The amount of leaf litt巴rwas on the clec1・easeyearly， and th巴口1inimumleaf Iit倫

ter was weighed in 1977 each stand. 

Annual branch Iitter were collected 217.1ω1，239.0' kg/ha 'yr (A stand)， 92.3寸，838.0kg/ha'yr (B stand) and 

367.5…1，404.0 kg/ha 'yr (C stand)， branch fal1 tend to incr巴as巴withthe growth of Loblolly pine in each 

stancl. Sexual 01・ganscolIect日dwere a Iittle in each stand. 

The f巴cesof the hεrbivorous insects were colIected 27.か69.0kg/ha'yr (A stand)， 22.7-64.4 kg/ha'yr (8 

stancl) ancl 24.2四59.5kg/ha.yr (C stand)， th邑rangeof th巴seannual f1uctuations were narrow in each stand. 

The feces of the striated chafer occurred in every other year were sometimes equivalent to 50% of an‘ 

nual feces. 

Total litter fa!ls w記reco!lectecl 3.90吟6.83ton/ha' yr (A stand， 5.28土0.77ton/ha 'yr in averag日)， 4.44ω7.69 

ton/ha・yr(8 stand， 5.82こと1.00ton/ha' yr) and 4.53←8.48 ton/ 
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Annual litter fal1 in three lob!ol1y pine stands Appendix 

(kg(dw)!ha'yr) 
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